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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 715 4.4 △119 ― △123 ― △267 ―

20年3月期第3四半期 684 14.0 △250 ― △255 ― △245 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 △8,334.01 ―

20年3月期第3四半期 △7,633.10 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 1,150 1,079 92.7 33,227.42
20年3月期 1,463 1,347 91.2 41,576.43

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  1,066百万円 20年3月期  1,334百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年3月期 ― 0.00 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,025 1.7 △99 ― △104 ― △264 ― △8,222.24

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

〔（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。]  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

〔（注）詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。]  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．平成20年10月31日に公表いたしました連結業績予想のうち、通期について本資料において修正しており 
ます。 
２．本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、発表日現在での将来に関する前提・見通 
し・計画に基づく予測が含まれております。実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異な 
る可能性があります。 
３．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表 
に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結 
財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  32,108株 20年3月期  32,108株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  9株 20年3月期  9株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  32,099株 20年3月期第3四半期  32,099株
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当第３四半期累計期間の連結売上高は715,343千円（前年同期比4.4％増）、営業損失は119,737千円

（前年同期は営業損失250,939千円）、経常損失は123,228千円（前年同期は経常損失255,832千円）、四

半期純損失は267,513千円（前年同期は四半期純損失245,015千円）となりました。 

このうち、モバイル事業分野におきましては、売上高は264,788千円（前年同期比2.4％減）、営業損失

は28,055千円（前年同期は営業損失35,631千円）、ソリューション事業分野におきましては、売上高は

450,555千円（前年同期比9.0％増）、営業損失は91,682千円（前年同期は営業損失215,309千円）となり

ました。 

  

①資産負債の増減 

当第３四半期末の資産総額は、前連結会計年度末比313,304千円減少の1,150,353千円となりました。ま

た負債総額は前連結会計年度末比44,549千円減少の71,322千円、純資産は前連結会計年度末比268,755千

円減少の1,079,030千円となりました。 

  

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年

度末比214,369千円減少の569,205千円となりました。なお、当四半期連結会計期間における連結キャッシ

ュ・フローの状況は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、73,186千円となりました。  

これは主に、売上債権の減少176,440千円等の資金増加と、税金等調整前四半期純損失267,184千円及び減

損損失157,730千円、のれん償却額31,546千円等の非資金費用の調整によるものであります。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)  

投資活動の結果使用した資金は287,556千円となりました。 

これは、主に投資有価証券の売却による収入21,400千円の資金増加と、定期預金の預入による支出

300,000千円、投資有価証券の取得による支出8,000千円、無形固定資産の取得による支出5,535千円の資

金減少によるものであります。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)  

財務活動によって得られた資金については、該当ありません。 

  

 平成21年３月期につきましては、大型の受注予定案件の大幅な時期延伸等の状況から勘案し、通期の

業績見通しを修正いたしました。 

  詳細につきましては、本日平成21年１月30日公表の「業績予想の修正のお知らせ」をご参照 

  下さい。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

  当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい 

   変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等使用して貸倒見積高を算 

   定しております。 

② 棚卸資産の評価方法 

  棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価 

   額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

③ 経過勘定項目の算定方法 

  合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっております。 

④ 固定資産の減価償却方法 

  定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間 

   按分して算定する方法によっております。 

  

① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四 

   半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用してお 

   ります。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しておりま 

   す。 

② 「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18 年7 月5 日 企業会計 

   基準第9号)を第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原 

   価法(収益の低下による簿価切下げの方法)に変更しております。 

   当該変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。 

③ 所有権移転外ファイナンスリース取引について 

  「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審 

   議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指 

   針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委 

   員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以降開始する連結会計年度に係る四 

   半期連結財務諸表から適用することができることになったことに伴い、第１四半期連結会   

   計期間から所有権移転外ファイナンス・リース取引については通常の売買取引に係る方法に 

   準じた会計処理によっております。なお、当該リース資産の減価償却の方法については、リ 

   ース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。 

   ただし、平成20年３月31日以前に契約した所有権移転外ファイナンス・リース取引につい 

   ては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を適用しております。 

   この変更による四半期連結貸借対照表への影響はありません。 

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 869,205 783,575 

売掛金 139,118 315,558 

原材料 1,487 6,221 

仕掛品 3,090 15,628 

その他 21,588 16,904 

貸倒引当金 △89 △185 

流動資産合計 1,034,401 1,137,702 

固定資産   

有形固定資産 17,145 29,070 

無形固定資産   

ソフトウエア 58,454 65,392 

のれん － 189,277 

その他 1,078 1,152 

無形固定資産合計 59,533 255,822 

投資その他の資産 39,273 41,062 

固定資産合計 115,952 325,954 

資産合計 1,150,353 1,463,657 

負債の部   

流動負債   

買掛金 17,150 56,755 

未払法人税等 3,272 7,273 

賞与引当金 6,653 4,058 

その他 44,245 47,784 

流動負債合計 71,322 115,871 

固定負債 － － 

負債合計 71,322 115,871 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,854,247 1,854,247 

資本剰余金 1,480,389 1,480,389 

利益剰余金 △2,266,087 △1,998,092 

自己株式 △1,982 △1,982 

株主資本合計 1,066,566 1,334,561 

少数株主持分 12,463 13,223 

純資産合計 1,079,030 1,347,785 

負債純資産合計 1,150,353 1,463,657 
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 715,343

売上原価 441,024

売上総利益 274,319

販売費及び一般管理費 394,056

営業損失（△） △119,737

営業外収益  

受取利息 622

雑収入 619

営業外収益合計 1,241

営業外費用  

たな卸資産評価損 4,732

営業外費用合計 4,732

経常損失（△） △123,228

特別利益  

投資有価証券売却益 21,233

貸倒引当金戻入額 96

その他 991

特別利益合計 22,321

特別損失  

固定資産除却損 3,123

固定資産売却損 1,160

訴訟和解金 3,940

減損損失 157,730

持分変動損失 322

特別損失合計 166,277

税金等調整前四半期純損失（△） △267,184

法人税、住民税及び事業税 1,088

法人税等調整額 －

法人税等合計 1,088

少数株主利益 △759

四半期純損失（△） △267,513
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △267,184

減価償却費 20,870

のれん償却額 31,546

固定資産除却損 3,123

固定資産売却損益（△は益） 1,160

投資有価証券売却損益（△は益） △21,233

貸倒引当金の増減額（△は減少） △96

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,594

受取利息及び受取配当金 △622

持分変動損益（△は益） 322

売上債権の増減額（△は増加） 176,440

たな卸資産の増減額（△は増加） 17,271

減損損失 157,730

その他の流動資産の増減額（△は増加） △5,785

仕入債務の増減額（△は減少） △39,604

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,941

その他 3,461

小計 78,053

利息及び配当金の受取額 320

法人税等の支払額 △5,187

営業活動によるキャッシュ・フロー 73,186

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △300,000

有形固定資産の取得による支出 △865

無形固定資産の取得による支出 △5,535

無形固定資産の売却による収入 183

投資有価証券の取得による支出 △8,000

投資有価証券の売却による収入 21,400

敷金及び保証金の回収による収入 5,356

その他 △95

投資活動によるキャッシュ・フロー △287,556

財務活動によるキャッシュ・フロー  

財務活動によるキャッシュ・フロー －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △214,369

現金及び現金同等物の期首残高 783,575

現金及び現金同等物の四半期末残高 569,205
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

当グループは、当第３四半期連結累計期間において、267,513千円の四半期純損失を計上し、当第３

四半期連結会計期間を含め過去４期にわたり連結純損失の状況にあります。 

当該状況により、当グループには継続企業の前提に関する重要な疑義が存在しております。 

四半期連結財務諸表提出会社である当社は、当該状況を解消すべく、平成20年６月に経営陣を刷新の

うえ、以下のとおり事業再建策を実施し、収益構造を再構築し安定した経営基盤を確立し、来期以降は

確実に最終黒字を達成すべく邁進しております。  

事業再建策の骨子といたしましては、①当社及び当社子会社を含めた全般的な見直しによる低採算事

業・プロジェクトの整理・統合を行い、当社の基盤ビジネスである交通・飲食店向けサービスの強化と

成長が期待できるメタデータ事業への資源の集中による収益基盤の安定化、②前記①に伴う組織・人員

の適正化を図る中での効率的な経営、③管理部門の体制・システム刷新と内部統制の強化によるリス

ク・収益性・予実管理機能の強化、④子会社関連資産の全般的見直しによる整理、であります。  

四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、上記のような重要な疑義の影響を四半

期連結財務諸表には反映しておりません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記
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当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 
(注) １．事業の区分の方法 

  事業は、当社が顧客に対して提供するサービスの類似性、市場の種類ならびに属性を考慮して区分しており

ます。 

２．各区分の主な製品及びサービス 

 
  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

在外連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

   

該当事項はありません。 

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

モバイル分野
ソリューション

分野
計

消去又は
全社

連結

売上高（千円） 264,788 450,555 715,343 － 715,343

営業費用（千円） 292,844 542,237 835,081 － 835,081

営業損失（千円） 28,055 91,682 119,737 － 119,737

事業区分 主要な製品及びサービス

モバイル事業
JRトラベルナビゲータ、b-Walker、AirCompassを始めと
する移動体向けのインフラ提供事業

ソリューション事業
画像配信システム、企業向けWebシステムの企画・開
発・運用及びシステム販売事業

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（要約）前四半期連結損益計算書 

 
  

「参考資料」

前第３四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日

  至 平成19年12月31日）

区分 金額（千円）
百分比 

(％)

Ⅰ 売上高 684,834 100.0

Ⅱ 売上原価 544,309 79.5

  売上総利益 140,525 20.5

Ⅲ 販売費及び一般管理費 391,465 57.2

  営業損失 250,939 △36.6

Ⅳ 営業外収益 722 0.1

Ⅴ 営業外費用 5,615 0.8

  経常損失 255,832 △37.4

Ⅵ 特別利益 7,230 1.1

Ⅶ 特別損失 828 0.1

税金等調整前四半期純損失 249,431 △36.4

法人税、住民税及び事業税 2,122

法人税等調整額 ― 2,122 0.3

少数株主損失 6,539 △0.9

四半期純損失 245,015 △35.8
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（要約）前四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

 
  

前第３四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日

  至 平成19年12月31日）

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失(△) △ 249,431

減価償却費 18,377

のれん償却額 64,537

固定資産除却損 828

持分変動に伴うみなし売却益 △ 928

貸倒引当金の増減額(減少△) △ 124

賞与引当金の増減額(減少△) 84

受取利息及び受取配当金 △ 144

持分法による投資損失 5,446

売上債権の増減額(増加△) 129,073

たな卸資産の増減額(増加△) △ 22,198

その他流動資産の増減額(増加△) △ 6,887

仕入債務の減少額 △ 25,388

その他流動負債増減額(減少△) △ 18,638

その他 4,441

  小  計 △ 100,951

利息及び配当金の受取額 194

法人税等の支払額 △ 5,973

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 106,730

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 11,915

無形固定資産の取得による支出 △ 34,506

敷金・保証金の払戻しによる収入 272

その他 476

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 45,672

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー ―

Ⅳ 現金及び現金同等物の減少額 △ 152,403

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 991,884

Ⅵ  株式交換による現金及び現金同等物の増加額 ―

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 839,481
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前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

 
(注) １．事業の区分の方法 

     事業は、当社が顧客に対して提供するサービスの類似性、市場の種類ならびに属性を考慮して区分しており

ます。 

２．各区分の主な製品及びサービス 

 
  

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

在外連結子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年12月31日） 

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。 

セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

モバイル分野 
(千円）

ソリューション分野 
（千円）

計(千円） 消去又は全社 連結(千円）

売上高 271,521 413,313 684,834 ― 684,834

営業費用 307,152 628,622 935,774 ― 935,774

営業損失 35,631 215,309 250,939 ― 250,939

事業区分 主要な製品及びサービス

モバイル事業
JRトラベルナビゲータ、b-Walker、AirCompassを始めと
する移動体向けのインフラ提供事業

ソリューション事業
画像配信システム、企業向けWebシステムの企画・開
発・運用及びシステム販売事業

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】
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